
令和４年度財政局運営方針改定履歴

【令和４年８月31日改定】

重点的に取り組む主な経営課題「経営課題１　【市民の安全・安心を支える安定した財政基盤の構築】」

改定箇所 改定後（下線部分を変更） 改定前（下線部分を変更） 改定理由

めざす成果及び戦略　１－４
【未収金対策の強化】
計画－アウトカム（成果）指標（めざ
す状態を数値化した指標）

※重点目標
・全市的な目標額
　令和４年度末未収金残高　　347億円
　（令和３年度末未収金残高　378億円）
　（令和３年度決算見込　　 　　　　351億円）

※重点目標
・全市的な目標額
　令和４年度末未収金残高　　373億円
　（令和３年度末未収金残高　378億円）
　（令和２年度決算　　 　　　　479億円）

・令和３年度の決算見込未収金
残高を踏まえ、令和４年度の未
収金が減少する見込みとなった
ため、８月19日開催の大阪市債
権回収対策会議にて、令和４年
度末未収金残高目標を373億円
から347億円に修正した。

・令和３年度決算見込額が判明
したため、令和２年度決算額を
令和３年度決算見込額に置き
換えた。

・グラフについて、項目を左から
令和３年度目標、同決算見込、
令和４年度目標の順に置き換え
た。

具体的取組１－４－１
【市債権回収対策室における未収金
対策の取組】
計画－プロセス（過程）指標（取組に
よりめざす指標）

・全市的な目標額
　令和４年度末未収金残高 347億円
  （現年度分117億円、過年度分230億円）

・市債権回収対策室における、未収金等の徴収目標額（令和４
年度）
   1,602百万円

・全市的な目標額
　令和４年度末未収金残高 373億円
  （現年度分127億円、過年度分246億円）

・市債権回収対策室における、未収金等の徴収目標額（令和４
年度）
   算定中

・令和３年度の決算見込未収金
残高を踏まえ、令和４年度の未
収金が減少する見込みとなった
ため、８月19日開催の大阪市債
権回収対策会議にて、令和４年
度末未収金残高目標を373億円
から347億円に修正した。

・市債権回収対策室における、
未収金等の徴収目標額を引継
案件の確定に伴い設定した。



具体的取組１－４－１
【市債権回収対策室における未収金
対策の取組】
前年度までの実績

・市債権回収対策室における、各所属で対応困難となっている
高額事案や重複滞納事案等に対する徴収及び整理
 　 ・令和３年度　徴収目標　1,160百万円　　徴収実績　1,702
百万円
　　・令和２年度　徴収目標　  930百万円　　徴収実績　1,088
百万円

・市債権回収対策室における、各所属で対応困難となっている
高額事案や重複滞納事案等に対する徴収及び整理
 　 ・令和３年度　徴収目標　1,160百万円
　　・令和２年度　徴収目標　  930百万円　　徴収実績　1,088
百万円

・市債権回収対策室における、
令和３年度の徴収実績を追記し
た。

重点的に取り組む主な経営課題「経営課題２　適正・公平な税務行政の推進」

改定箇所 改定後（下線部分を変更） 改定前（下線部分を変更） 改定理由

めざす効果及び戦略　２-２
【適正・公平な徴収の推進】

計画-アウトカム（成果）指標（めざす
状態を数値化した指標）

※重点目標
・収納率目標値　市税総計（金額ベース）
　令和４年度　98.7％
・未収金残高目標額
　令和４年度　93億円

※重点目標
・収納率目標値　市税総計（金額ベース）
　令和４年度　98.5％
・未収金残高目標額
　令和４年度　103億円

令和３年度の実績等を踏まえ、
目標を変更する。


